
奈
早

平

城

宮

跡

１
　
所
在
地

２
　
調
査
期
間

一　
奈
良
市
二
条
大
路
南
三
丁
目
、

一　
第

一
三
〇
次
調
査
　
一
九
人

七
月
、
二
　
第
二
六

一
次
調
査

一
〇
月
―

一
九
九
六
年

一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
一　
代
表
　
岡
田
英
男
、
二
　
代
表
　
町
日
　
立早

５
　
遺
跡
の
種
類
　
宮
殿

・
官
衡
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

以
下
の
二
件
は
、
本
誌
に
未
掲
載
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
こ
こ

に
報
告
す
る
。

一　
第

一
三
〇
次
調
査

本
調
査
は
、
朱
雀
門
東
側
の
南
面
大
垣
復
原
整
備
工
事
に
伴
う
事
前
調
査
と

し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
区
は
、
大
垣
部
分
を
調
査
し
た
北
調
査

区
と
、
奈
良
時
代
の
溝
二
条
を
検
出
し
た
南
調
査
区
か
ら
な
り
、
調
査
面
積
は
、

あ
わ
せ
て
五
六
〇
ポ
で
あ
る
。
木
簡
は
南
調
査
区
か
ら
出
土
し
た
。

東
西
溝
Ｓ
Ｄ

一
二
五
〇
は
、
幅
三

・
五
ｍ
深
さ
○

・
二
ｔ
Ｏ

・
六
ｍ
を
測
り
、

二
条
大
路
北
側
溝
に
あ
た
る
。
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
九
九
二
〇
は
朱
雀
大
路
東
側
溝
に

へ
い
じ
ょ
う
き
ゅ
う

一
一　
同
佐
紀
町

一年

（昭
５６
）
六
月
１

九
九
二
年

（平
し

平城宮跡発掘調査地点図



2004年出上の木簡

相
当
し
、
幅
三

・
五
ｍ
深
さ
○

・
四
ｍ
を
測
り
、
二
条
大
路
北
側
溝
Ｓ
Ｄ

一
二

五
〇
よ
り
発
し
二
条
大
路
を
横
断
し
て
南
流
す
る
。
木
簡
二
点
は
、
Ｓ
Ｄ
九
九

二
〇
と
Ｓ
Ｄ

一
二
五
〇
交
点
部
分
の
最
下
層
か
ら
、
人
形
三
点
、
曲
物

一
点
な

ど
と
と
も
に
出
上
し
た
。

一
一　
第
二
六

一
次
調
査

本
調
査
は
、
東
区
朝
堂
院
東
第
六
堂
の
調
査
で
あ
る
。
東
第

一
堂
か
ら
第
五

堂
ま
で
の
調
査
に
よ
り
、
東
区
朝
堂
院
の
朝
堂
は
、
奈
良
時
代
前
半
の
掘
立
柱

建
物

（下
層
建
物
）
か
ら
、
奈
良
時
代
後
半
に
礎
石
建
物

（上
層
建
物
）
に
建
て

替
え
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

調
査
で
は
、
上
層

・
下
層
の
東
第
六
堂

（Ｓ
Ｂ
三
ハ
八
五
〇
・
Ｓ
Ｂ
〓
ハ
八
〇

〇
）
を
検
出
し
た
ほ
か
、
堂
の
南
側
で
、
礫
敷
Ｓ
Ｘ

一
六
人
〇
五
を
検
出
し
た
。

下
層
東
第
六
堂
Ｓ
Ｂ

一
六
人
〇
〇
は
、
桁
行

一
二
間
梁
行
二
間
の
身
舎
の
南
北

に
廂
が
付
く
東
西
棟
掘
立
柱
建
物
で
あ
る
。
身
舎
部
分
の
柱
穴
が
、
基
盤
面
に

直
接
掘
形
を
掘
り
、
柱
を
建
て
た
後
に
整
地
を
施
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
廂

の
柱
穴
は
整
地
土
及
び
礫
敷
Ｓ
Ｘ

一
六
人
〇
五
の
面
か
ら
掘
り
込
ん
で
い
る
こ

と
、
身
舎
部
分
に
の
み
基
壇
を
も
つ
こ
と
、
雨
落
溝
の
変
遷
な
ど
の
知
見
に
よ

り
、
朝
堂
の
廂
は
後
に
増
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

木
簡

一
点
は
、
下
層
東
第
六
堂
Ｓ
Ｂ

一
六
人
○
○
の
南
側
柱
掘
形
か
ら
出
土

し
た
。
共
伴
す
る
瓦
や
土
器
か
ら
、
下
層
朝
堂
の
建
設
が
平
城
遷
都
時
ま
で
遡

る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
て
お
り
、
木
簡
も
遷
都
当
初
の
時
期
の
も
の
と
み
ら
れ

２
０

。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
第

一
三
〇
次
調
査

⑪
　
。
□
□
　
」

。　一‐‐］
　
　
［田］」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ωΦ）〉（（卜）〉（∞
　
〇∞Ｐ

②

陥

♂

酷

鍋

」

。

□
□
□
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
（Ｐじ

大
し

逓

ｏ驚

ω
は
上
端
折
れ
、
下
端
削
り
、
左
右
両
辺
割
れ
。
表
面

一
文
字
日
は

「申
」

と
読
め
る
が
、
偏
の
有
無
は
不
詳
。
②
は
上
端
折
れ
、
下
端
と
右
辺
は
削
り
、 第130次調査南区遺構図



左
辺
割
れ
。
裏
面
は
偏
の
残
画
の
み
残
り
、
二
文
字
目
は
人
偏
で
あ
ろ
う
。

一
一　
第
二
六

一
次
調
査

⑪

　

日
□
［‐‐〓日幽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｐ］］
〉〈ＰＯ］
〉〈Ｐ∞
　
〇〇∞

上
下
両
端
は
切
断
。
左
右
両
辺
も
切
断
と
判
断
し
た
が
、
自
然
の
割
れ
の
可

能
性
も
あ
る
。
ま
た
、
加
工
と
墨
書
の
前
後
関
係
は
不
詳
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『昭
和
五
六
年
度
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
発
掘
調

査
概
報
』
盆

九
八
二
年
）

同

『
一
九
九
二
年
度
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
発
掘
調
査
概
報
』
全

九
九
六

年
）同

『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』

一
五
、
三
二

（
一
九
八
二
年
、
一
九

九
六
年
）

（山
本
　
８Φ

へ
い
じ
ょ
う
き
ょ
う

奈
良
・平

城

京

跡
左
一昼
二
条
二
坊

一
坪

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
二
条
大
路
南

一
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
第

一
九
〇
次
調
査
　
一
九
人
八
年

（昭
６３
）
二
月
１

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
町
田
　
章

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一
九
人
六
年
か
ら
人
九
年
に
か
け
て
実
施
し
た
デ
パ
ー
ト
建
設
に
伴
う
発
掘

調
査
で
は
、
総
計

一
一
万
点
に
も
及
ぶ
木
簡
が
出
土
し
た
。
そ
の
大
半
は
、
左

京
三
条
二
坊
人
坪
東
南
隅
の
南

北
溝
状
土
坑
Ｓ
Ｄ
四
七
五
〇
の

長
屋
王
家
木
簡
約
三
五
〇
〇
〇

点
と
、
人
坪
北
側
の
二
条
大
路

上
の
濠
状
遺
構
Ｓ
Ｄ
五

一
〇

〇

・
五
三
〇
〇

・
五
三

一
〇
の

二
条
大
路
木
簡
計
約
七
四
〇
〇

〇
点
が
占
め
る
が
、
他
に
も
多

数
の
遺
構
か
ら
木
簡
が
出
土
し

(奈 良)




